
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４名の中央中学校区の先生方が、９月２７日（金）
～２８日（土）に開催された「第１９回小中一貫教
育全国サミット in びんご府中」の研究大会に参加し、
先進地域の取組について研修してきました。初日の
授業公開、２日目の分科会協議と基調講演が主な内
容でしたが、参加者で分担して広島県府中市の義務
教育学校を含む４つの中学校区の授業公開や分科会
に参加し、児童生徒の姿や研究発表を通して具体の
取組について学んできました。 
 府中市では、平成１６年度に小中一貫教育制度の
試行を開始し、平成２０年度から導入しています。
また、平成２９年度からは市内全ての小中学校を義
務教育学校と併設型小中学校に移行し、平成３１年
度（令和元年度）からコミュニティ・スクールも全
校に導入しています。 
 小中一貫教育の主な特徴は以下の４点です。 
 

① 「らんさぽ（放課後ラーニング・サポート）」
という放課後学習を支援する仕組みをつく
り、令和４年度から児童生徒の支援を進めて
いる。 

② 教育課程に「ことば探究科」という独自の教科を年３０時間
（小１のみ２０時間）位置付けている。 

③ 主体的に進路を選択決定する力を培うことを目的とし、単な
る職場体験とならないような「キャリア教育」を実践してい
る。 

④ 全国学力学習状況調査とは別に「ⅰ-check」という市内一斉
学力調査事業を年２回実施し、分析結果をもとに市内全教職
員対象の研修会も開催している。 

 
 また、義務教育学校である「府中学園」と「府中明郷学園」、４
つの小学校と１つの中学校からなる「府南学園」、２つの小学校と
１つの中学校からなる「上下学園」がそれぞれ特色のある取組を行
っており、学校数や規模、地域の特色に違いがある江別市の小中一
貫教育にも参考となる実践がたくさんありました。 

尚、詳しい研修報告は、来年２月に開催予定の「第２回小中一貫教育担当者会議」の中
で行っていただく予定です。 
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 各中学校区で、学校教育指導を通して
お互いの校内研究や授業改善について学
び合う取組が進められています。 

第一中学校の第２学年理科の研究授業
では、学習指導案上に「気象とその変化」
に関する小中の系統性が示されていまし
た。 

東野幌小の第６学年算数科の研究授業
では、「データの活用」に関する既習事項
と「数学的な見方・考え方」を視点とし
た中学２年生の「確率」の学習への系統
性を明らかにしていました。 

いずみ野小の第６学年国語科の研究授
業では、「説明文」に関する単元の系統性
と指導事項の系統性を指導案上に位置付
けていました。 

いずれの実践も、小学校教育から中学
校教育への円滑な接続が図られるように
工夫することを求めている現行の学習指
導要領を踏まえて、単元や領域、指導事
項の系統性を意識しています。 

過日、開催されたある中学校区の江教
研小中ブロック研究会では、国語科の教
科部会で、「高校入試の漢字の書き取り問
題は、小学校で習った漢字を使った未習
の熟語が出題されている」ということが
話題となっていました。 

平成２０年に告示された小学校算数科
の学習指導要領に記載されていた「算数
的活動」は、現行の学習指導要領では「数
学的活動」と改訂されています。これは、
小学校においても数学的な問題の発見と
解決の力を伸ばすことが求められており、
中学校の数学科との関連が強化されたか
らだと考えられます。 

また、中学校での学習のつまずきの原
因を遡って探していくと、小学校低学年
の学習に課題があったということもあり
ます。 

小学校としては、今学習してい
る内容が中学校にどのようにつな
がっているのか、中学校としては、
小学校も含めてこれまで学習をし
てきたことが本単元の学習にどの
ようにつながっているのかを意識
するのと、しないのとでは、子ど
もたちの学びに違いが出てくるは
ずです。 

このことを踏まえ、小中９年間で「系統的な指導」を進めていくことが求められます。 

 
 
 
２．単元について 
 …小学校では、１日の気温が変化すること、雲の量や
動きが天気の変化と関係があること、水は蒸発し水蒸気
となって空気中に含まれること、空気が冷やされると水
蒸気は水になって現れること、台風による天気の変化、
映像などの気象情報を用いて天気の変化が予測できる
ことについて学習している。中学校では、身近な天気や
気象現象について小学校での学習をさらに発展させ、観
測の仕方や機器の扱い方を学び、観察・実験の結果や資
料をもとに、天気の変化の規則性、前線による天気変化、
霧や雲の発生のしくみ、天気の予測などを学習する。… 

※第一中２年生理科の学習指導案より抜粋 

【単元について】 

※いずみ野小６年生国語科の学習指導案より抜粋 

【学習の系統性～単元の系統性と指導事項の系統性】 

※東野幌小６年生算数科の学習指導案より抜粋 

【本単元の学習の関連と発展】 


